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なったため、当初の計画が大幅に縮小され、開発面積 125ha、計画人口 25,000 人の自己完結型
都市の予定であったものが、現在は 60ha, 3,100 人、670 戸の住宅地になっているのである。 
 この設計者であるクラレンス・スタイン（Clarence S.Stein 1882 - 1975）とヘンリー・ラ




















                                 
*1 (社)田園調布会『郷土誌 田園都市』 2000 
山口廣編『郊外住宅地の系譜』鹿島出版 1987 191-206 頁 
*2 戸谷・成瀬、95 頁 
*3 Perry, C. A. 1929 邦訳書 1975 










写真２真１ ラドバーンの歩車分離  ミルトン・キーンズの歩車分離 




























 写真４ ラドバーン小学校への通学路 
 
 幾つかの書物では「近隣住区論」に基づく建設と書かれているが、ラドバーンで入手した資
料、1975 年 10 月の「Remarks on the Designation of Radburn as an Historic Landmark」の
冒頭に、「イギリスの田園都市運動におけるエベネザー・ハワードの考えを自覚的に継承するも













































































ド、スタイン、ライトなどを中心とする The Regional Planning 
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３．ラドバーン地区の建築規制 











 このラドバーンでは、住民の自治組織である「ラドバーン協会（The Radburn Association）」
が設立され、それは「ラドバーンに不動産を所有する人がその財産の大きさに応じて管理費を
負担し、その運営については成人居住者一人が一票の投票権を持つ自治団体」*4とされている。















                                 
*4 戸谷・成瀬「アメリカの住宅地開発」学芸 1999 98 頁 
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